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Hatsue Shinohara
While Japan had been an original and active member of the League of Nations from its foundation, she 
decided to withdraw from it in 1933 due to the League’s verdict on the Manchurian incident. Did Japan’s 
experience at the League leave any eect on postwar years? is paper seeks to explore what kind of lega-
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（Trygve Lie）が国連を無視するものと論じ，アメリカ退役軍人協会（American Veterans Commit-



























な上下 2巻本である。30センチほどある大判の上に上巻訳 400ページ，下巻訳 500ページという大
著であり，価格も定価 5千円という当時としては破格の高額であった。青い国連のシンボルマーク，
見開きに横山大観による富士山，河合玉堂による宮島の絵もカラー印刷されているほか，リー事務総
長や建設中のニューヨーク国連本部の写真も載せられている。上巻冒頭には 1949年 10月 24日の国
連デーになされたマッカーサーのスピーチが転載され，続いて吉田茂の祝辞，佐藤尚武の発刊の辞が
収められている。執筆陣には田村幸策，芳賀四郎，一又正雄，入江啓四郎，田岡良一らの名前がみえ
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協会創立準備委員となり，同年 12月には協会発足とともに常務理事に就任した。1947年 4月の第 1
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回参議院選挙では，佐藤尚武の勧めにより，国連に対する国民の関心を高めることを目的に全国区か
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